
 

 

【１】𝑓(𝑥) = 𝑥2 − 2𝑎𝑥 + 2𝑎 + 1 (𝑥 ≧ 1)の最小値を𝑔(𝑎)とする． 

(1) 𝑔(𝑎)を𝑎で表せ． 

 
 

(2) 𝑔(𝑎)の最大値を求めよ． 

 
 
 

【２】𝑥の 2次関数 𝑦 = 𝑥2 − 2(𝑎 − 1)𝑥 − 𝑎2 − 𝑎 + 1 (𝑥 ≧ 1)の最小 

値を𝑚とする． 

 

(1) 𝑚を𝑎の式で表せ． 

 
 
 

(2) 𝑎を変化させたときの𝑚の最大値を求めよ． 
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